





































































































































































































































































































































































図６ CPL 処理 TF‐１細胞における７A６抗原の発現レベル
TF‐１細胞を control、 L‐乳酸１．０mg／ml、 CPL０．０２mg／ml、 CPL０．２mg／mlの添加条件で培養した。
図中の数字はアポトーシスが誘導されている細胞の割合を示す（参考文献５より引用・一部改変）。
図７ CPL 処理 TF－１細胞におけるDNAの断片化
（参考文献５より引用・一部改変）。

























































３ ６ ９ １２
未処理 ２．５８±０．６８ １９．７±２．６２ ６１．９±１４．６ ８０．２±１４．６
CPL投与 ２．７６±０．７３ １０．９±１．４９ １７．２±４．２０ ２１．８±３．０５
（参考文献４より引用・一部改変）



































図９ CPL によるCBA/J マウス肺腫瘍範囲の拡大抑制効果
（参考文献１８より引用・一部改変）。
図１０ CPL による p５３欠損マウスの延命効果
（参考文献１９より引用・一部改変）。
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